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(Abe et aL 1994)より算出した。
{結果)体肢筋重量は、 a¥t関節屈強筋群の場合に、有意
な年齢3震は認められなかったが、約関節持産量筋群、務関節
癒出i筋群および足関宣言背総務群では60綴代以降、膝関節伸
議筋群では40線以陣、それぞれ加齢に伴い低鐙を示す傾向
が認められた。また、U3M~たりの筋猿:畿は、上肢務群
の場合に脊意な年齢麓は認められなかった。_-方、下段務
群では、経j怠臆および足務総筋鮮が60議代以簿、藤関節併1
接筋群が50綴代以棒、それぞれ加齢に伴い低下する様向が
認められたe 上腕部および大総務の筋Z軽量における伸筋題
筋比には、 50議代以降に加齢よる低下鎖拘がみられ、また
それらの鐙は、身長当たりのLBMと正の棺関関係、にあっ
た。
(考娯〉謎来の研究結果によると、体絞筋横断窃穣にお
ける加齢変侶は約60議以降に顕著になるといわれている。
しかし、本研究の結果では、筋援護まに加齢変化が生じる年
齢には筋群援が持設し、接関節枠議筋若手および足j底思鰐群
では、約40議以障に加齢による低下頬向が認められた。し
かも、藤関節伸議筋鮮における70議代の鍍は20議代によと
べ40%低く、その議は尚一筋群の筋横断磁積の方(j齢液化と
して報告されている縫(17-25%)よりも大きい。 LBM
当たりの筋議震は、上肢鱗群の場合に有意な年齢楚が認め
られなかった。しかし、接鱒節伸展筋群および足底思館群
では、 50議代以降、地の年齢群より有意に低い健となったe
また‘上腕部および大騒部の停務溜鰐比は、 50議以控撃に低
下ずる綴{会}がみられ、さらに、それらの銭は身長当たりの
lぷMと1:の栂間関係にあったo このような結果は、加齢
に伴い体E支筋群問の筋議バランスに変化が生じることを意
聴し、:1.J1l齢の影響は部位glJにみると上肢鰐群より下肢務群
において優位に現れ、さらに筋群別にみると、閣筋:群より
も伸筋群において顕著にみられるととを示唆している.
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